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富山大学長 梅 原 真 隆
別表（ 1 ）中、電気工学科を次のように改める。
電 気 工 学 科
戸子主，.
科 自 間｜ 台弓M与， 科 目 I単数位
専攻科目
数 学 4 工業化学概論 3 
電 気 磁気第1 2 金属工 学概論 3 
電 気磁気第2 4 機械工 学概論 3 
電気磁気演習 機械工作法大意 2 
電 気回路第 1 2 工 業 力 世－.i-会. 2 
電 気回路第2 4 蒸 気 権 2 
電気回路演習 3 蒸 気 原 動 機 4 
電気磁気測定 2 工業電 気化学 4 
電 気機器第 1 4 水 力 戸ラ＆ニ4 2 
電 気機器第2 4 機 構 酔寸らー 3 
電 気機器第3 4 応、 用 数 寸戸AニA・ 2 
電気工学設計製図第1 2 応、 用 物 理 つ
電気工学設計製図第2 4 工 業 英 言日五ロ 2 
発電及び変電 4 
送電及び配電 4 体 育
電 力 応 用 4 
電 気 材 料 2 
高 電 圧 工 学 2 
法規及び管理 2 
有 線 通 信 3 
伝 送 工 戸寸M・， 3 
無線通信第 1 4 
無線通信第2 2 
応用電子工 学 4 
超高周波工学 2 
電 子 管 工 学 2 
電子計測 工 学 2 
半 導体 工 学 2 
工 業 計 演リ 2 
自 動 告リ 御 ι つ
電気 工学実験第1 4 
電気工学実験第2 4 
電気 工学実験第3 2 
電 気 工 学 特 論





別表（ 1 ) 金属工学科、専攻科目中
品凶寸ー
附則の次に次の附則を加える。
附 員！J（昭和36年10月27日改正〉I I材 料 力一竺＿L三J」を
「｜材 料 力 学i 汀」に改める。
この規程（改正）は昭和36年10月27日から実施し、昭和36年10月 1 日から適用する。
人 事 異 動
現 官 職！氏 名｜ 異 動 内 ""' 乍1、 ｜発令年月日｜発令庁
i塩谷 周三｜ 鶴ぷ言葉霊山開設て士する亙－fir-天司 高 田源－�－－ 「鶴�I臨時語I�
136. 9. 11 _I富山大学I 36. 9. 16 I // 金 沢 大 学 ｜ ｜ 講 師｜ 都 島 文 行 ｜ 講師 （文理学部） の併任を解除する I 36. 9. 30 l // 
｜ ｜外国出張の期聞を延長する
助 手 ｜ 鈴 木犬＝ ｜ 期間は昭和36年10月1日から昭和37年9月30日ま（文 理 学 部） l j ー でとする
｜ 
｜
出 張 国 にアメリカ合衆国 を 追加する
｜ 高 森 三 郎｜講師（工学部）に採用する








（経営短期大学部 ） ｜大 西 圭 造｜経常点ふ主任させる I // ] // 用 務 員 ｜
弘済務学 苦言 ｜ 野 上 文 雄｜ 文部事務官に任官させる I // ! // 
｜ 島 田 和 子 ｜ 事務補佐員岬部）に採用する｜任期は昭和37年3月31日までとする
（薬務課）1�ヒ。点）I渡辺登美枝｜技能員（タイピスト）を免じ事務員を命ずる ｜ 。 ｜ 庁
( ; ）｜ 高 見 麗 子 1 // I // I // 
（文理学長タイピスト） ｜ 森由美喜子1 // I // I // 
（教 育学手タ イ ピスト）I永 森 芳 子｜ 。 I // I // 
（経済学長タイピスト）｜ 奥 田 雅 子1 // _l // I // 
（薬学部 ム 。 ト）｜ 多 村 節 子 1 // I // -, グ
（附属図書みタイピスト）！水野美須子l // I // I // 
急能 襲佐嘉｜ 河崎美智子｜ 技能補佐員を免じ事務補佐員を命ずる I // I // -r�ー λjfl五 辺諒一「臨開拓両長二 「つい一一一下一 一一｜一議日朝日嗣る一 ｜ 飯原 藤一｜任期は昭和37年 3月31日までとする I // I // [_ i講師（文理学部）に採用すら大田栄太郎 任期は昭和問3月間までとする 。 I // 




｜ ｜ ？を 学 部）｜ 四谷平治｜任期は昭和3 7年3月31日までとする I // I // 
（日こ日－＇�日覚｜ - // いじ師｜ ｜講師（経済学部）に併任する
｜ 
｜ （経営短期大学部）｜ 長 砂 実｜任期は昭和37年 3 月31日までとする I // I // 
弘 育 学 率｜ 入 沢 芳 夫 事（議諮問昔話とする I // I // 
( ; ）｜玉生正信1 // I // I // 
助 教
授
｜ ｜ 任用（文理学部講師）を更新する ｜ 
｜ ｜頭 川 徹 、 治1 I /,' I // 
｜ ｜ 任期は昭和3！年3月－�1日までとする ｜ ｜ 
-2-
報 昭和 37年 1月 1 日
現 官 職｜氏 名｜ 異 動 内 容 ｜発令年月日｜発令庁一一一一一一一一一一一一←J 一一一一一一一一一一一一 I 
室京 大 差 ｜ 鈴 木 平｜観晶君言草）3関野冬とする J 36. 1 o. 1空位三
ij 
。 ［霜 田 光 － I // I グ I ij 
金 沢 大 学｜市 川 渡 ｜ 講師（教育学部）に併任する ｜ 。 ｜ 叡 ｜ ｜任期は昭和37年 3月｝1日までとる ｜ ｜ 
重良女子大差｜北 村 君｜ グ I グ I グ
｜ 小寺廉吉｜ 額fi読書草）�百摺誌とする ! " I グ
奈良女子大学1 ｜ 講師（文理学部）に併任する ！ 教 授［津田松苗｜任期は昭和37年3月31日までとする I 36. 10 . 5 I ij 
奇阪教
大喜｜滝沢武夫｜ 。 I 36. 1 a. s i ij 
君主営短期大学講 ｜ 沢 井宗隆 ｜ 講師（文理学部）の併任を解除する 136・1a. 10 1 // 
生立主主ヱ旦隆 信 I �結晶型店盟豆する 1��2�当 省
。 ｜海道勝稔l ij I ij I 庁
。 ｜淡 路 憲 治1 ij I ij i グ
私属中学忍｜亘 ゆりの｜辞職を承認する i 36. 1 o. is I富山大学
I 宇佐美喜代美 j技官損（工学部炊婦）に採用する I 36. 1 0. 16 I ij 
1篠原松次郎i辞職を承認する ｜ 
： ！ 守山大学室三ゴJ＿�と－�j�昼塑持芳�些哲一一一仁L虚空笠
宮戸教大差｜ 海 道 進｜ グ i グ I グ
助 教 授 l l講師（薬学部）に併任する i I （教 育 学部）｜ 頭 川 徹治｜任期は昭和37年3月�J臼までとする r ij I ij 毅一一 ー
｜ 
一一
l講師【王手部5-vと併在ず玄 ー一一一一 一 -1一一一一一一「叡 ｜ 片 山i龍 成 l（文理 学 部）｜ ｜任期は昭和 37空1むl_El主二主主主主一一一一一一」一一 ｜ 
－�－�E－一元一言 ｜ 藤永大二郎 ｜ 甑J長野草）3��f住宅とする I 36 �10.-20-I一遍
一一 ｜ 爾（文 理判）に採肘る ｜ 下斗米 及 ｜ 任期は昭和問 3月 31 でとする I 36. 10 . 2 1 I ij 豆孟亙長王－三1 ；唾町坦空二二ドE瞳E

























学 i 文科系 (120分間）｜ 午後1時30分～同4時｜理科系 (150分間）
苛｜
午前9時～同10時30分
外 国 語｜ (90分間


































所 長 西 村
所長補佐 桑 原 忠





















































なわれた。監査官は奥野（主査）、 明野 、高梨、大川の4 事
務官である。24日検査終了後監査についての講評があった。
そのうちに、出納事務が出納係一本で行なわれているが、

























Stu dies on Solid Car hons. （炭素の研究〉
I . T be Formation of Solid Carbons. 
（炭素の生成）









千葉大学 岡 本 伊
金沢大学 伊 藤

























提 出大 学 大阪大学
論文主査 教 授 広 田 鋼 蔵
取 得 者 文理学部助教授 横 山 泰
取 得 学位 理学博土
取得年月日 昭和36年6月6 日（ 教授会通過月日）
学位論文 Bーオキシ酸誘導体の転位に関する研究
提出大学 大阪大学
論文主査 教 授 中 川 正 澄






































































































































用務員 古 市 隆 好
訂 正
学報第22号で




昭 和37 年1月 1日
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